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1

保護ケースの使用
1. 関数電卓を使用するには、 本体を保護ケースからスラ

イ ド させて取り出し ます。

2. 関数電卓を使い終わっ たら、 本体をス ラ イ ド させて カ

バーを取り外し ます。保護ケースを使用する場合は、

本体のキーボー ド 側からス ラ イ ド させて装着し ます。

安全に関するご注意
関数電卓を使用するには、 事前に安全に関する以下の注

意事項を よ く お読み く だ さ い。 必要な と きに参照でき る

よ う、 このガイ ドは手近な場所に保管し て く だ さい。

こ のガ イ ド の画面お よ びキーは説明用に表記 さ れてお

り、 実際のものとは多少異なる場合があ り ます。

注意

この記号は、 安全に関する注意事項を無視する と、 装置

の損傷や損害を被るおそれがある こ と を示し ます。
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電池

• 電池はお子様の手の届かない場所に保管 し て く だ さ

い。 万が一電池を飲み込んで し ま った場合は、 ただち

に医療機関の診断を受けて く だ さい。

• 電池を充電し た り、壊そ う と し た り し ないで く だ さい。

また、 電池の回路をシ ョ ー ト させた り、 電池を加熱し

た り し ないで く だ さい。

• 新し い電池を入れる と きは、 プ ラス記号 （＋） が上に

なるよ う に入れて く だ さい。

• このガイ ド で指定されている電池のみを使用し て く だ

さい。

廃棄する場合

• この関数電卓は焼却炉に投入し ないで く だ さ い。 破裂

によるけがや火災の原因と なるおそれがあ り ます。

その他の注意事項

• 初めてこの関数電卓を使用する と きは、最初にキー

を押し て く ださい。

• 付属の電池は、工場出荷時からお買い上げまでの間に多

少消耗している場合があり ます。 このため、付属の電池

は新しい電池よ り も寿命が短 く なる こ とがあり ます。

• 電池の残量が非常に少な く なる と、 関数電卓のメ モ リ

が破損し た り、完全に失われた りする場合があ り ます。

重要な情報が失われないよ う にするために、 関数電卓

とは別に情報の控えを残し ておいて く だ さい。

• 極端な条件下での保管や使用は避けて く だ さい。

低温では関数電卓の応答速度が遅 く なった り、 画面表

示が不完全にな った り、 電池寿命が短 く なった り し ま

す。 また、 直射日光の当たる場所や暖房器具の近 く に

関数電卓を置かないで く だ さい。 高温はケースの変色

や変形、 または電子回路の故障の原因にな り ます。
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• 湿気やほこ りの多い場所での保管や使用を避けて く だ

さい。 電子回路が故障するおそれがあ り ます。

• 関数電卓を落と し た り、 強い力を加えた り し ないで く

だ さい

• ひねった り曲げた り し て、 関数電卓を変形させないで

く だ さい。

注 ： ポケ ッ ト に入れてお く と、 関数電卓をひねった り

曲げた りするおそれがあ り ます。

• ペンなどの尖ったもので関数電卓のキーを押さ ないで

く だ さい。

• 関数電卓を掃除する と きは、 柔らかい乾いた布を使用

し て く だ さ い。 関数電卓のケースを取り外すと保証が

適用されな く な り ます。

汚れがひどい場合は、 水で薄めた中性洗剤を使って掃

除し て く だ さ い。 洗剤に布を浸し、 固 く 絞っ てから関

数電卓を拭きます。 ベンジンや賦形剤、 その他の揮発

性溶剤は使用し ないで く だ さい。 ケースやキーが損傷

するおそれがあ り ます。

2行表示

計算式と答えの両方が表示されます。 計算式と答えは2行

にわたって表示されます。

• 上の行に計算式が表示されます。

• 下の行に答えが表示されます。

答えが4桁以上になる場合は、 3桁ご とに区切り記号が表

示されます。
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使用前の準備

モード

計算を始める前に、 適切なモー ド を選択し て く だ さい。

•  キーを押すたびに、 それぞれの設定画面が順番に

表示されます。 各設定画面については、 このガイ ド の

後半で説明し ています。

• このガイ ド では、 計算を説明する と きに、 計算の種類

に必要なモー ド設定を記載し ています。

注 ：

• 関数電卓を以下の初期設定に戻すには、  
（Mode） の順に押し ます。 初期設定は以下のとお

り です。

計算モー ド ： COMP
角度の単位 ： Deg
指数による表示形式 ：Norm 2
分数表示 ： a b/c
小数点記号 ： Dot

• モード  インジケーターは表示部の上段に表示されます。

• 計算を始める前に、 計算モー ド （COMP、 REG、 ま

たはSD） と 角度の単位 （Deg、 Rad、 またはGrad）

を確認し て く だ さい。

計算の種類 操作 計算モー ド

基本的な計算    COMP

標準偏差    SD

回帰計算    REG
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入力文字数

• この関数電卓のメ モ リは、 1回の計算につき 79ステ ッ

プまで使用できます。 数字や算術演算子 （、、

、） のキーを 1つ押すと、 ステ ッ プが1つ占有

されます。またははステ ッ プ1つ分を占有し ま

せん。 たと えば、 を押し ても、 1ステ ッ プ と数

えられます。

• 73ステ ッ プ目以降の入力になる と、 カーソルが_から

に変わり、 ま も な く メ モ リの容量に達する こ とが示

されます。 80ステ ッ プ以上の入力が必要な場合は、 計

算式を分割し て個々の計算式を計算し てから、 それぞ

れの計算結果をま とめて く だ さい。

•  を押すと、 前回の計算結果を呼び出し て、 計算を

続ける こ と がで き ます。キーについて詳 し く は、

「メ モ リ を使った計算」のセクシ ョ ンを参照し て く だ さ

い。

前回の計算の呼び出し

• 各計算式と計算結果は記憶されます。を押すと、前

回の計算式と計算結果が呼び出されます。その後、
を押すたびに、1つ前の計算式と計算結果が呼び出され

ます。

• 以前の計算を呼び出すと、またはを押し て編集

モー ド にできます。

• 計算の後、 すぐにまたはを押すと、 計算式を編

集できます。

•  を押し ても、 関数電卓に記憶された内容は消去さ

れません。 このため、 も う 一度を押すと、 以前の

計算を利用できます。

• 関数電卓が記憶できる式と答えの容量は128バイ ト ま

でです。
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• 関数電卓の記憶内容は、 以下の場合に消去されます。

- キーを押し た場合

-    （または） を押し た場合 （こ う

する と関数電卓が初期化されます）

- 計算モー ド を変更し た場合

- 電源をオフにし た場合

エラー インジケーター

エ ラーが発生し た場合は、またはを押し て く だ さ

い。 計算が再表示され、 エ ラーの位置にカーソルが表示

されます。

マルチステー ト メ ン ト

マルチステー ト メ ン ト とは、 複数の数式で構成される数

式のこ と です。 各数式はコ ロン （:） で区切られます。

指数による表示形式

この関数電卓には最大で10桁を表示できます。 11桁以上

が必要な値は、 自動的に指数で表示されます。 2つの指数

形式を使用できます。

• 表示形式を変更するには、 適切な設定画面が表示され

るまでを繰り返し押し ます。

• 指数を設定するには、 を押し ます。 表示される設

定画面で、を押し て [Norm 1] を選択するか、
を押し て[Norm 2]を選択し ます。

• Norm 1

絶対値が10 10以上または10-2未満の数は自動的に指

数表示されます。

Fix
1

Sci
2

Norm
3
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• Norm 2

絶対値が10 10以上または10-9未満の数は自動的に指

数表示されます。

• このガイ ド では、計算結果をNorm 1の形式で表記し ま

す。

小数点と桁区切り

表示設定 （[Disp]） 画面を使用 し て、 必要な小数点記号

と、 3桁ご とに数字を区切るための記号を指定し ます。

• これらの設定を変更するには、 設定画面が表示される

までを繰り返し押し ます。

•  と押すと、 設定画面が表示されます。

• 目的の設定に対応する数字キー （または） を押

し ます。

 （Dot） ： 小数点は ド ッ ト で、 桁区切りはコ ンマで

表示されます （Comma） ： 小数点と桁区切りがコ ンマで表示さ

れます

関数電卓の初期化

• 関数電卓を初期化する （記憶内容とすべての変数が消

去され、 すべてのモー ドが初期設定に戻り ます） には、

次のキーを押し ます ：   （ALL） 

Disp
1
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基本的な計算

算術演算 

• 負の値をべき乗する場合には、 必ずマイナス記号ご と

値を括弧で囲んで く だ さ い。 詳 し く は、 32 ページの

「計算の順序」 を参照し て く だ さい。

• 負の指数をかっ こで囲む必要はあ り ません。

sin 4.56 ✕ 10-8   4.56   8

• 例1 ： 3 ✕ (4 ✕ 10-7) = 1.2 ✕ 10-6

3  4   7  

• 例2 ： 2 ✕ (3 ✕ 4) = 14

2   3  4  
• 続いてキーを押す場合は、 数式の末尾のを省

略し てもかまいません。

分数の計算

• 計算結果の整数、 分子、 分母、 区切り記号の合計桁数

が11桁以上になる場合、 値は自動的に小数で表示され

ます。

• 例1 ： 

基本的な計算を行う には、 を押し て COMP モー ド

を選択し ます。

COMP.......................................................... 

1  3  2  5  11˼15

1
3
--- 2

5
---+

11
15
------=
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• 例2 ：  

• 例3 ：

6  9 
• 例4 ： + 1.8 = 2.05

1  4  1.8 
• 分数と小数が混在する計算では、 通常、 計算結果は小

数で表示されます。

小数表示と分数表示の切り替え

  

  

  

  

  

3  1  2 
2  3  4  6˼1˼4

• 例1 ： 3.25 ↔ 3 3.25  3.25

　  （小数↔分数）  3˼1˼4

   13˼4
• 例2 ：  ↔ 0.2

　  （分数↔小数） 1  5  1˼5
  0.2

  1˼5

31
2
--- 23

4
---+ 61

4
---=

6
9
--- 2

3
---=

1
4
---

1
4
---

1
5
---
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帯分数と仮分数の切り替え

• 例 ： 2  ↔ 
  

  

  

• 分数の表示形式を変更するには、 以下の画面が表示さ

れるまでを繰り返し押し ます。

• を押すと、 設定画面が表示されます。

• 必要な設定に対応する数字キー （または） を押

し ます。

 （a b/c） ： 帯分数

 （d/c） ： 仮分数

• d/c形式を選択し て帯分数を入力する と、エ ラーが発生

し ます。

パーセン ト （%） の計算

パーセン ト （%） の計算について

• 例1 ： 1000の15%は? （150）

1000  15  
• 例2 ： 330は440の何%? （75%）

330  440  
• 例3 ： 1000の15%増しは? （1150）

1000  15   

2  3  4  2˼3˼4
   11˼4
   2˼3˼4

Disp
1

3
4
--- 11

4
------
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• 例4 ： 1000の15%引きは? （850）

1000  15   
• 例5 ： 元の重さが400 gのサンプルに100 gを追加し ま

し た。 合計し た重さは元の重さの何%にな り ますか?

（125%）

100  400  
• 例6 ： 温度が60ºCから66ºCに上がり ま し た。 何%の上

昇ですか? 69ºCまで上がったら何%の上昇ですか?

（10%、 15%）

66  60     9 
分秒の計算

60進数と10進数との変換ができます。

• 例1：10進数の1.234とい う値を60進数に変換し てから

再び10進数に戻し ます。

  

  

• 例2 ： 12º 34’ 56” ✕ 7.89

FIX1、 SCI、 RND

小数点以下指定、 有効桁数指定および内部数値丸め

• 表示形式の設定を変更するには、 以下の画面が表示さ

れるまでを繰り返し押し ます。

1.234  1.234

   1º 14º 2.4

   1.234

12  34  56   7.89   99º16º25.44

Fix
1

Sci
2

Norm
3
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• 変更する設定に対応する数字キー （、、 または） を押し ます。

 （Fix） ： 小数点以下の桁数を指定し ます。

 （Sci） ： 有効桁数を指定し ます。

 （Norm） ： 標準の表示形式に設定し ます。

• 例1 ： 100 ÷ 3 ✕15 

（こ こ で小数点以下3桁が表示されるよ う指定し ます。）

（3桁に固定されるのは表示精度のみです。 計算はすべ

ての桁数を使って行われます。）

  

（指定し た小数点以下の桁数に数字を丸める こ と も で

きます。）

  

  

•  ··· ···  （Norm） と押すと、 設定がキャ ン

セルされます。

• 例2 ： 2 ÷ 3

計算結果を有効桁数2桁 （Sci 2） で表示

 （Sci） を使用し て、 有効桁数10桁 （Sci 10） で

計算結果を表示する こ と もできます。

•  ··· ···  （Norm） と押すと、 設定がキャ ン

セルされます。

100  3  15  500.

··· ···  (Fix)  Fix
500.000

100  3  33.333

 15  500.000

100  3  33.333

（内部数値丸め）                33.333

   15  499.995
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メ モ リ を使った計算

Ansメ モ リ

• Ans メ モ リは、 を押し た と きの計算結果でア ッ プ

デー ト されます。

• また、 A～F、 M、 X、 またはYの後に、 、、 または を押し た場合にも ア ッ プデー

ト されます。

• を押すとAnsメ モ リの内容が呼び出されます。

• Ansメ モ リ には一度に1つの値のみ保存できます。

• 上記のキーを使っ て計算し ている と きにエ ラーが発生

する と、 Ansメ モ リはア ッ プデー ト されません。

連続計算

• 画面に表示されている計算結果を、 次の計算の最初の

値と し て使用できます。 これを行う には、 演算子キー

を押すだけです。画面に[Ans]と表示され、前回の計算

結果が使用されている こ と を示し ます。

• 前回の計算結果は、 以下の計算にも使用できます ：

（ 2、 3、 -1、 !、 DRG）、 +、 -、 ^xy、 x√、 ✕、 ÷、

n r 、 またはn r

メ モ リ を使った計算を行う には、 を押し て COMP

モー ド にし ます。

COMP............................................................ 

x x x x

P C
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変数メ モ リM

• 変数メ モ リ M を使用する と、 累計を計算できます。 累

計値は、 変数Mで直接計算する こ と も、 変数Mに保存

される数に加算または減算し て得る こ と もできます。

• 独立し た変数メ モ リ Mに保存されているすべての値を

消去するには、    （M+） を押し ます。
 

  

  

変数メ モ リ

• A～F、 M、 X、 Yの9つの変数メ モ リがあ り、 これらに

はデータや定数、 答えなどの数値を保存できます。

• 1つの変数を消去するには、その変数メ モ リ にゼロを保

存し ます。 た と えば、   を押し ます。 こ

れで変数Aが消去されます。

• すべての変数の値を消去するには、  （Mcl）を押し ます。

• 例 ：

1234 ÷ 20 = 61.7

1234 ÷ 25 = 49.36

1234     20 
   25 

12 + 3 = 15 12     (M=)

45 - 6 = 39 45  6 
- 38 x 2 = 76 38  2  

（合計）      － 22   (M+)
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関数  

• 一部の関数計算は、 他の種類の計算よ り も時間がかか

る場合があ り ます。

• 画面に計算結果が表示されてから次の計算に移って く

だ さい。

• π = 3.14159265359

三角関数、 逆三角関数

• 角度の単位 （度、 ラジアン、 またはグラー ド） を変更

するには、 以下の画面が表示されるまでを繰り返

し押し ます。

• 使用する角度の単位に対応する数字キー （、、

または） を押し ます。

（90° = ラジアン = 100グラー ド）

• 例1 ： sin12° 34’ 56” = 0.217840422

 ⋅⋅⋅ ⋅⋅⋅  (Deg)       12  34  56  
• 例2 ： cos(  rad) = 0.5

 ⋅⋅⋅ ⋅⋅⋅  (Rad)          3  
• 例3 ： cos-1 =0.25π(rad)(=  (rad))

 ⋅⋅⋅ ⋅⋅⋅  (Rad)

     2  2 

関数計算を行う には、 を押し て COMP モー ド に

し ます。

COMP........................................................ 

Deg
1

Rad
2

Gra
3

π
2
---

π
3
---

2
2
------- π

4
---
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• 例4 ： tan-1 0.789 = 38.27343992

 ⋅⋅⋅ ⋅⋅⋅  (Deg)                       0.789 
双曲線関数および逆双曲線関数

• 例1 ： sinh4.5 = 45.00301115

  4.5 
• 例2 ： cosh-1 60 = 4.787422291

   60 
常用対数、 自然対数、 および真数

• 例1 ： log1.2 = 0.079181246  1.2 
• 例2 ： ln90 （=loge90） = 4.49980967

 90 
ln  = 1                            

• 例3 ： 10 = 22026.46579   10 
• 例4 ： 102.5 = 316.227766    2.5 
• 例5 ： 2-5 = 0.03125 2   5 
• 例6 ： (-2)6 = 64    2   6 
• 上記の例のとお り、 負の値は括弧で囲む必要がある こ

とに注意し て く だ さい。 詳し く は、 32ページの 「計算

の順序」 を参照し て く だ さい。

平方根、 立方根、 べき乗根、 2乗3乗、 逆数、 階乗、 乱

数、 円周率 （π）、 順列および組み合わせ

• 例1 ：  = 4.878315178

 2   3   4 

e

e

2 3 4×+
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• 例2 ： 3  + 3  = - 0.122574894

  4     5 
• 例3 ： 4 （=1231/4） = 3.330245713

4   123 
• 例4 ： 123 + 452=2148 123  45  
• 例5 ： 543 = 157464 54  
• 例6 ：  = 6

                                     2   3    
• 例7 ： 6! = 720 6  
• 例8 ： 0.000～0.999の間で乱数を発生させる

（上記の値は一例です。ほぼ毎回、異なる乱数が生成さ

れます）

• 例9 ： 2π = 6.283185307 2   
• 例10 ： 1～6までの数字を使ってできる5桁の数字の取

り得る値の総数は?ただ し、 1つの数字は1回しか使え

ないものと し ます（12345は可、11234は不可）。（720）

6   5 
• 例11 ： 10人の中から3人を選ぶ場合の可能な組み合わ

せは何通り あ り ますか? （120）

10  3 

    0.654

4 + 5–3

123

1
1
2
--- 1

3
---–

-------------
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角度単位の変換

• キーとキーを押すと、 以下の画面が表示されま

す。

• 、、 またはを押すと、 表示中の値が対応す

る角度単位の値に変わり ます。

• 例 ： 2.34ラジアンを度に変換する。

 ⋅⋅⋅ ⋅⋅⋅  （Deg）

座標系 （Pol （ ） , Rec （ ））

• 計算結果は自動的に変数メ モ リ E および F に保存され

ます。

• 例1 ： 極座標 （  = 4,  = 30°） を直交座標 （ ）

に変換する （Deg）。

 = 3.464101615              4  30  
 = 2                                                                 

•  と押すと、 xの値が表示されます。 また、と押すと、 yの値が表示されます。

• 例 2 ： 直交座標 （2, ） を極座標 （ ） に変換する

（Rad）。

 = 3                                    2   5  
 = 0.84106867                                             

•  と押すと、 xの値が表示されます。 また、と押すと、 yの値が表示されます。

D
1

R
2

G
3

2.34    （R）  2.34r  
134.0721241

x y, r θ,

r θ x y,

x

y

5 r θ,

r

θ
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工学表記

• 例1 ： 54321メ ー ト ルをキロ メ ー ト ルに変換する

---> 54.321       ✕  103 54321  
（km）

• 例2 ： 0.01234グラムを ミ リ グラムに変換する

--->12.34          ✕  10-3 0.01234  
（mg）

統計

標準偏差-SD

SDおよびREGモー ド では、キーがキーの働きを

し ます。

   （Scl） を押し て、 統計用 メ モ リ を消去

し てからデータ を入力し ます。

以下のキーを押し てデータ を入力し ます ：

<  データ> 
以下の計算用のデータ を入力し ます ：

, 2, , ,     

を押し て、統計計算用の SD モー ド を選択し ます。

このモー ド にする と標準偏差を計算できます。

SD............................................................ 

x

n x, Σx x xσn xσn 1–
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例 ： （計算式） , , , n, , 

（使用するデータ） 15, 14, 11, 15, 13, 13, 14, 12

SDモー ド にし て以下のキーを押し ます ：

   (Scl)  （メ モ リ を消去）

を押すたびに、 入力し たデータが保存されます。 画面

に表示される  = の値は入力し たデータのペアの数を示

し ます。

14  11  15 
13   14  12 

標本標準偏差

n-1 = 1.407885953    
母標準偏差

n = 1.316956719    
平均 ( ) = 13.375    
標本数( ) = 8    
標本の総和 ( ) = 107    
標本の2乗和

( 2) = 1445    

表示結果 押すキー

      
      
      
      
      
      

15     n=  SD      1.

Σx2

Σx

n

x

xσn

xσn 1–

xσn 1– xσn x Σx Σx2

n

xσ

xσ

x

n

Σx

Σx
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データ入力のヒ ン ト

•  と押すと、 同じデータが2回入力されます。

•  と押すと、 同じデータ を繰り返し入力できま

す。 た と えば、 100   15 と押すと、 100が

15回入力されます。

• これらの演算の順序は自由です。 上記の例のとお り に

行う必要はあ り ません。

• またはを押すと、入力し たデータ をスク ロール

できます。

• 必要に応じ て、 表示中のデータ を編集できます。 新し

いデータ を入力し てキーを押すと、 古いデータが

置き換え られます。 このため、 ほかの操作 （演算や、

計算結果の呼び出し など） を行 う と きには、 まず
キーを押し てデータの表示を終了させます。

• データの値を変更するには、 画面をス ク ロールし て値

を表示し、新しい値を入力し てからを押し ます （た

だ し、 値を新し いデータ と し て追加する場合には
を押す必要があ り ます）。

• データ を削除するには、およびを押し てから、 を押し ます。

• 値はメ モ リ に保存されます。 画面に[Data Full] と表示

された場合は、メ モ リ を使いき っており、これ以上デー

タ を保存できません。 この場合は、を押し て以下

のメ ニューを表示し ます。

•  を押すと、 入力し たデータ を保存し ないで入力操

作を終了できます。を押すと、 値は消去されます

が、 データ入力モー ドは終了し ません。

Edit OFF
1

ESC
2
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•  を押すと、 データの入力がキャ ンセルされま

す。

• SDまたはREGモー ド では、 ほかのモー ド に変更し た

り、別の回帰の種類（Lin、Log、Exp、Pwr、lnv、Quad）

を選択し た りする と、 データの表示や編集ができな く

な り ます。

回帰-REG

• SDおよびREGモー ド では、キーがキーの働き

を し ます。

• REGモード を選択する と、以下の画面が表示されます。

                                    

• 使用する回帰の種類に対応する数字キー （、、

または） を押し ます。

        （Lin） ： 直線回帰

        （Log） ： 対数回帰

        （Exp） ： 指数回帰

  （Pwr） ： べき乗回帰

  （Inv） ： 逆数回帰

  （Quad） ： 2次回帰

回帰を使った計算を行う には、 REG モー ド にする必

要があ り ます。REG モー ド を選択するには、キー

を押し ます。

REG.......................................................... 

Lin
1

Log
2

Exp 
   3

 Pwr
         1

Inv
2

Quad
3
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• データ を入力する前に、   （Scl） を押

し て、 統計用メ モ リ を消去し ます。

• 以下のキーを押し てデータ を入力し ます。

<  データ>  <  データ> 
• 回帰計算の結果はデー タの入力によ っ て決ま り ます。

計算結果は以下のキー操作によ って表示されます。

表示結果 押すキー

2

2

n

n-1

n-1

回帰式の係数 A

回帰式の係数 B

    
    
    
      
      
      
    
    
    
      
      
        

        
        

2 次回帰以外 ：

回帰式の係数 r     
     
     

x y

Σx

Σx

n

Σy

Σy

Σxy

x
xσ

xσ

y
yσn

yσ

x

y
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• 2次回帰の計算結果は、以下のキー操作によ って表示さ

れます。

• 計算された統計値は変数と し て保存し て、 数式の中で

使う こ とができます。

直線回帰

• 直線回帰の式は以下のとお り です。 =A+B

• 例 ： 気圧と温度の関係は以下の表のとおり です。 

以下に、 回帰式の係数を計算する方法と、 この回帰式を

使って特定の気圧 （1000hPa） での温度と特定の温度

（-5°C） での気圧を求める方法について説明し ます。 ま

た、この過程で、決定係数 （ 2） と標本共分散も求めます。

表示結果 押すキー

3

2

4

回帰式の係数 C

1

2

    
    
    
    
     
     
     

気温 気圧

10°C 1003 hPa

15°C 1005 hPa

20°C 1010 hPa

25°C 1011 hPa

30°C 1014 hPa

回帰 （REG） モー ド にし ます ：

Σx

Σx y

Σx

x)

x )

y )

y x

r

Σxy n x y••–
n 1–

------------------------------------- 
 
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（モー ド3）  （Lin）

   （Scl）  （メ モ リ を消去）

を押すたびに、 入力し たデータが保存されます。 画面

に表示される  ＝ の値は入力し たデータのペアの数を示

し ます。

 15  1005 
20  1010  25  1011 

         30  1014 
回帰式の係数A=997.4      
回帰式の係数B=0.56      
回帰式の係数 =0.982607368           
気温が-5℃のと きの気圧

= 994.6   5        
気圧が1000 hPaの時の気温

=4.642857143 1000       
決定係数=0.965517241       
標本共分散=35      

        

     
     1  

対数回帰、 指数回帰、 べき乗回帰、 および逆数回帰

• 直線回帰の場合 （上記を参照し て く だ さい） と同様に

使用し ます。

10  1003  REG
n=                        1.

n

r
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• 対応する回帰式は以下のとおり です ：

2次回帰

• 2次回帰の式は以下のとおり です ：

y = A+Bx+Cx2

• 例 ： この例では、 所定のデータに基づ

いて2次回帰を行い、 回帰式を求めた

後、この回帰式を使って、 =16のと き

の （ の推定値） および =20のと

きの （ の推定値） を計算し ます。

回帰 （REG） モー ド にし ます ：

  (Quad)

   (Scl)  （メ モ リ を消去）

29  1.6  50  23.5 
74  38.0  103   46.4 

118  48.0 
回帰式の係数A=-35.59856934     
回帰式の係数B= 1.495939414     
回帰式の係数C=-6.71629667x 10-3

     

対数回帰 y = A+B•lnx

指数回帰 y = A•eB·x (lny = lnA+Bx)

べき乗回帰 y = A•ex (lny = lnA+B lnx)

逆数回帰 y = A+B•1/x

29 1.6

50 23.5

74 38.0

103 46.4

xi yi
xi

y) y yi

x) x
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=16のと きの の推定値=-13.38291067

16       
=20のと きの 1の推定値=47.14556728

20       
=20のと きの 2の推定値=175.5872105

20       
データ入力のヒ ン ト

•  と押すと、 同じデータが2回入力されます。

•  と押すと、 同じデータ を繰り返し入力できま

す。 た と えば、 30  40   5  と 押す と、

{30, 40}が5回入力されます。

• 標準偏差モー ドのページで紹介し た入力ヒ ン ト の一部

は回帰モー ド でも使用できます。

• 統計計算を行う と きには、 A～F、 X、 またはYの変数

メ モ リ にデータ を保存し ないで く だ さ い。 これらの変

数は一時メ モ リ と し て使用されていますので、 計算中

に内容が上書き される こ とがあ り ます。

• REGモー ド を選択し て回帰の種類 （Lin、 Log、 Exp、

Pwr、 Inv、 Quad） を選択する と、 変数A～F、 X、 お

よびYは消去されます。 また、 回帰の種類を切り替え

た場合にも消去されます。

xi y )

yi x )
yi x )
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技術データ

ト ラブルシューテ ィ ング

計算結果がおかし い場合やエ ラーが発生し た場合は、 以

下の手順に従って く ださい。

1.    （モー ド） の順にキーを押すと、 す

べてのモー ド と設定がリ セ ッ ト されます。

2. 入力し た公式や数式が正しいこ と を確認し ます。

3. 正しいモー ド を選択し て、 も う一度計算し てみます。

問題が解決し ない場合は、を押し て く だ さい。 関数電

卓の自己診断が行われ、 異常が見つかっ た場合は、 保存

されているすべてのデータが消去されます。 このため、重

要なデー タは常に関数電卓とは別に控えてお く よ う に し

て く ださい。

エラー メ ッセージ

エ ラー メ ッ セージが表示される と、 すぐに関数電卓は動

作を停止し ます。を押し てエ ラー メ ッ セージを消去

するか、またはを押し て計算を再表示し てエ ラー

を修正し ます。

Math ERROR
原因 • 計算結果が関数電卓の計算範囲を超えて

いる。

• 関数電卓の入力範囲を超える値を入力し

よ う と し た。

• 要求 し た演算が数学的に妥当でない （0
による除算など）。

解決方法 • 入力する値が入力許容範囲に収ま っ てい

る こ と を確認し ます。 変数メ モ リ を使用

し ている場合は、 保存し た値が関数電卓

の計算範囲を超え ない こ と を確認 し ま

す。
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Stack ERROR
原因 • 数値用ス タ ッ ク または演算用ス タ ッ クの

容量を超過し ている。 数値用ス タ ッ クは

10 段、 演算用ス タ ッ クは 24 段まで。

解決方法 • 計算を簡略化し ます。

• 計算式を分割し ます。

Syntax ERROR
原因 • 入力 し た数値ま たは選択 し た演算子が

想定外のものだった。 または計算式の書

式が正し く ない。

解決方法 • またはを押し て計算を再表示し

ます。 エ ラーが発生し た位置にカーソル

が表示されます。 問題を解消し て、 計算

を続けて く だ さい。

Arg ERROR
原因 • 入力 し たパラ メ ー タ ーが想定外のも の

だった。 または計算式の書式が正し く な

い。

解決方法 • またはを押し て計算を再表示し

ます。 エ ラーが発生し た位置にカーソル

が表示されます。 問題を解消し て、 計算

を続けて く だ さい。
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入力範囲

関数 入力範囲

sin DEG 0≦ ≦4.499999999 ✕ 1010

RAD 0≦ ≦785398163.3

GRA 0≦ ≦4.9999999999 ✕ 1010

cos DEG 0≦ ≦4.500000008 ✕ 1010

RAD 0≦ ≦ 785398164.9

GRA 0≦ ≦4.9999999999 ✕ 1010

tan DEG sin と同じ。ただし以下の場合を除く

GRA sin と同じ。ただし以下の場合を除く

RAD sin と同じ。ただし以下の場合を除く

sin-1

0≦ ≦1
cos-1

tan-1 0≦ ≦9.999999999 ✕ 1099

sinh
0≦ ≦230.2585092

cosh

sinh-1 0≦ ≦4.999999999 ✕ 1099

cosh-1 0≦ ≦4.999999999 ✕ 1099

tanh 0≦ ≦9.999999999 ✕ 1099

tanh-1 0≦ ≦4.999999999 ✕ 10-1

Log /ln 0< ≦9.999999999 ✕ 1099

x x

x

x

x x

x

x

x x
x 2n 1–( ) 90×=

x

x 2n 1–( ) π
2
---×=

x
x 2n 1–( ) 100×=

x
x

x

x x

x
x

x

x x

x x

x x

x x

x x x
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10x -9.999999999 ✕ 1099 ≦ ≦ 99.999999999

-9.999999999 ✕ 1099 ≦ ≦ 230.2585092

0≦ <1 ✕ 10100

<1 ✕ 1050

<1 ✕ 10100 ; ≠0

<1 ✕ 1010

0≦ ≦69 （ は整数）

n r 0≦ <1 ✕ 1010, 0≦ ≦
（ および は整数）

1≦ <1 ✕ 10100

n r 0≦ <1 ✕ 1010, 0≦ ≦
（ および は整数）

1≦ <1 ✕ 10100

Pol( ) , ≦9.999999999 ✕ 1049

≦9.999999999 ✕ 1099

Rec( ) 0≦ ≦9.999999999 ✕ 1099

：sin と同じ




, b, c<1 ✕ 10100    0≦b,c

<1 ✕ 10100

10 進数 ↔ 60 進数の変換

0° 0° 0° ≦ ≦ 999999°  59°

x

e
x x

x x

x
2 x

1 x⁄ x x

x3 x

x! x x

P n r n

n r

n! n r–( )!⁄{ }

C n r n
n r
n! r! n r–( )!{ }⁄[ ]

x y, x y

x
2

y
2

+( )

r θ, r

θ x

a

x

x
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1回の計算の誤差は10桁目±1です。 ただ し、 連続計算を

行 う と誤差が累積されます。 また、 内部で連続計算を行

う場合も誤差が累積されます。

例 ： ^( y)、 x 、 、 ∛、 n r、 n rなど。

また、 関数の変曲点の近 く で、 誤差が大き く なる こ とが

あ り ます。

計算の順序

計算は以下の順序で行われます。

1. 座標変換 ： Pol( )、 Rec( )

^ >0 : -1✕ 10100< log <100

=0 : >0

<0 : = , （ は整数）

ただ し、 -1✕ 10100<1/ log <100

 >0 : ≠0

-1 ✕ 10100<1/ log <100

=0: >0

<0: , （ ≠0、 は整数）

ただ し、 -1 ✕ 10100<1/ log <100

a b/c 整数、 分子、 分母の合計桁数が 10 桁以下で

ある必要があ り ます （区切り記号を含む）

SD 
(REG)

<1✕1050 , , , : ≠0

<1✕1050 , ,A,B, : ≠0,1

<1✕10100

x
y( ) x y x

x y

x y n
1

2n 1+
---------------- n

y x

yx y x

x y

y x

y x 2n 1+=
1
n
---

n n

x y

x xσn yσn x y n

y xσn 1– yσn 1– r

n

n

x y x! P C

x y, r θ,
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2. 後置関数

値を入力し てから関数キーを押す必要があ り ます。
3、 2、 -1、 、 、 1 2

角度単位変換 （DRG）

3. べき乗、 べき乗根 ： ^( y)、 x√
4. a b/c

5. π、 （自然対数の底）、 メ モ リ または変数名を使った暗

黙の乗算 ： 2π、 3 、 5A、 πAなど

6. 前置関数

関数キーを押し てから値を入力する必要があ り ます。√、 ∛、 log、 In、 、 10x、 sin、 cos、 tan、 sin-1、 cos-1、

tan-1、 sinh、 cosh、 tanh、 sinh-1、 cosh-1、 tanh-1、 (-)

7. 前置関数の直前の暗黙の乗算 ： 、 Alog2など

8. 順列および組み合わせ ： n r 、 n r

9. ✕, ÷
10. +,-

• 1つの数式の中では、優先順位が等しい演算は右から左

へ実行されます。

ln √120 →  (ln(√120))

• その他の演算は左から右へ実行されます。

• かっ こで囲まれた部分は先に計算されます。

• 負数のパラ メ ーターが含まれる計算では、 負数をかっ

こ で囲む必要があ り ます。 マイナス記号 （－） は前置

関数と し て認識されますので、 後置関数やべき乗、 べ

き乗根の計算に負数が含まれている場合には注意が必

要です。

例 ： (-3)4 = 81

        -34 = -81

x x x x! °′″, x ) x ) x ) y )

x

e

e

e
x

2 3

P C

e
x

e
x

Hickory.book  Page 33  Thursday, July 5, 2012  5:38 PM



34

スタ ッ ク

ス タ ッ ク とは、 計算中に値 （数値用ス タ ッ ク） と演算順

序 （演算用ス タ ッ ク） を一時的に保存し てお く ために使

われる メ モ リ領域のこ と です。 数値用ス タ ッ クは10段、

演算用ス タ ッ クは24段まであ り ます。 計算がス タ ッ クの

容量を超える と、 ス タ ッ ク  エ ラー （Stack ERROR） が

発生し ます。

例 ：

  2  ✕  (  (  3  +  4  ✕  (  5  +  6 ) ÷ 7 ) ÷ 8 ) + 9 =

 

             

     1 23  4  5 6  7

• 計算は 「計算の順序」 で説明されている順序で実行さ

れます。計算の過程で、数値用ス タ ッ ク と演算用ス タ ッ

クは消去されます。

自動節電機能

操作し ない時間が5分間を超える と、 自動的に電源がオフ

にな り ます。を押すと、 再び電源がオンにな り ます。

 2 1 ✕

 3 2 (

 4 3 (

 5 4 +
 6 5 ✕

6 (

7 +
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電池の交換

この関数電卓は、 太陽電池で機能し ますが、 バッ ク ア ッ

プ用と し てLR44ボタ ン電池が装着されています。

関数電卓のデ ィ スプ レ イの表示が薄 く な っ てきた ら なる

べ く 早 く 電池を交換し て く だ さ い。 電池の残量が少な く

なる と、 デ ィ スプレ イの表示が薄 く な り ます。

1.   （オフ） を押し ます。

2. 電池カバーを留めているネジを外し、 次にカバーを取

り外し ます。

3. 電池を取り出し ます。

4. ＋ （プ ラス） 面が上になるよ う にし て新しい電池を装

着し ます。

5. 電池カバーを戻し、 ネジを締めて固定し ます。

6. 以下のキーを押し て、 すべてのモー ド および設定を リ

セ ッ ト し ます ：    （Mode） 
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仕様
電源 ：

• 太陽電池 ： 本体の前面に搭載

• ボタ ン電池 ： 1個アルカ リ  ボタ ン電池 （LR44）

バッ テ リ寿命 ： ス タ ンバイ （電源をオンに し て操作はし

ない） 状態で約3年、 電源オフで約5年

寸法 ： 147.0 ✕ 77.2 ✕ 1 .  mm （本体）

149.5 ✕ 82.2 ✕ 19.  mm （保護ケース装着時）

質量 ： 93 g （本体）

123 g （保護ケース装着時）

動作温度 ： 0～40℃
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規定に関するご注意

　 この装置は、 ク ラス B情報技術装置です。 この装置は、

家庭環境で使用する こ と を目的と し ていますが、 この装

置がラ ジオやテレ ビジ ョ ン受信機に近接し て使用される

と、 受信障害を引き起こすこ とがあ り ます。

　 取扱説明書に従って正しい取り扱いを し て下さい。

VCCI-B

European Union Regulatory Notice
（欧州連合向け）

Products bearing the CE marking comply with the 
following EU Directives:

• Low Voltage Directive 2006/95/EC

• EMC Directive 2004/108/EC

• Ecodesign Directive 2009/125/EC, where 
applicable

CE compliance of this product is valid if powered 
with the correct CE-marked AC adapter provided by 
HP.

Compliance with these directives implies conformity 
to applicable harmonized European standards 
(European Norms) that are listed in the EU 
Declaration of Conformity issued by HP for this 
product or product family and available (in English 
only) either within the product documentation or at the 
following web site: www.hp.eu/certificates (type the 
product number in the search field).

Hickory.book  Page 37  Thursday, July 5, 2012  5:38 PM



38

The compliance is indicated by one of the following
conformity markings placed on the product:

Please refer to the regulatory label provided on the 
product.

The point of contact for regulatory matters is:

Hewlett-Packard GmbH, Dept./MS: HQ-TRE, 
Herrenberger Strasse 140, 71034 Boeblingen, 
GERMANY.

Korean Notice Class B （韓国向けク ラスB）

Perchlorate Material – special handling may 
apply （米国向け）

This calculator's Memory Backup battery may 
contain perchlorate and may require special 
handling when recycled or disposed in California.

For non-telecommunications products 
and for EU harmonized telecommuni-
cations products, such as Bluetooth®, 
within power class below 10 mW.

For EU non-harmonized telecomm-
unications products (if applicable, a 
4-digit notified body number is 
inserted between CE and ! (the 
exclamation mark).
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Disposal of Waste Equipment by Users in 
Private Household in the European Union
（欧州連合向け）

This symbol means do not dispose 
of your product with your other 
household waste. Instead, you 
should protect human health and 
the environment by handing over 
your waste equipment to a 
designated collection point for the 
recycling of waste electrical and 

electronic equipment. For more information, please 
contact your household waste disposal service or go 
to http://www.hp.com/recycle.

化学物質

HP では、 REACH （Regulation EC No 1907/2006 of
the European Parliament and the Council） な どの法

的要件に準拠するため、 弊社製品に含まれる化学物質に

関する情報を、 必要に応じ てお客様に提供する こ と に努

めています。 お使いの製品の化学物質情報に関する報告

書を参照するには、 http://www.hp.com/go/reach/ （英

語サイ ト ） にアクセス し て く だ さい。
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China RoHS （中国向けRoHS）
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